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研究成果の概要（和文）：英語圏の人文学研究における「情動理論」を英国モダニズム文学という歴史的文脈で
再考察した。特に同時代の精神分析的言説との関連、およびマルクス主義美学の政治的可能性という点に関し
て、海外の研究者と継続的に英語を使用した会議を開催し、当該テーマをめぐり国際的な研究成果をあげること
ができた。それを踏まえて、さらに、近代の「心理学化」に抗う「反＝心理学」と呼ぶべき言説的系譜が新たな
視点として浮上し、それについての国際会議をロンドン大学で行った。

研究成果の概要（英文）：This research project has been an attempt to rehistoricize what is generally
 termed 'affect theory' in the Anglo-American humanities especially within the contexts of British 
modernist literature. Worthy of particular mention are a series of our international conferences 
conducted in English regarding the interrelationships between modernist language and contemporary 
psychoanalytic discourses. It is in this context that the political possibilities of Marxist 
aesthetics has also been reexamined. Based upon what has been discussed in those meetings, we are 
beginning to obtain a new perspective from which to consider what can be called 'anti-psychology' as
 something in excess of the modern 'psychologization,' representative of which are modern literature
 and psychology. By definition, this point of view allows us to explore the discursive genealogies 
of anti-psychology/literature. As a matter of fact, we had an international conference on this topic
 at University College London in 2015.

研究分野： 英国モダニズム文学
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１．研究開始当初の背景 
（１）特に今世紀に入って以来英語圏の文学
あるいは文化研究において注目を集めてい
る「情動理論」が高い多産性を示しながらも、
研究の理論的な一貫性、十分な歴史性を示し
ていない。 
 
（２）上記の問題意識から、「情動理論」が
２０世紀英国モダニズム文学において持ち
得る理論的（特にマルクス主義的）かつ歴史
的な意義（主に心理学をめぐる）を総合的に
再吟味する必要があった。 
 
２．研究の目的 
（１）英国モダニズム文学という文脈におい
て昨今注目を集める「情動」がいかなる理論
的かつ政治的な意味を含意し得るのか、特に
マルクス主義美学をめぐって考察をする。 
 
（２）さらに上記の視点から、「情動」が近
代の心理学をめぐる言説史においていかな
る歴史的意義を帯びるのかを吟味する。その
脈絡で心理を「個人」の「内面」に還元する
近代心理学から逸脱する政治性に注目し、そ
の点から精神分析、マルクス主義、モダニズ
ム文学が共有する「情動空間」を前景化する。 
 
（３）上記２点を踏まえ、２０世紀初頭にお
ける視覚芸術、殊に「初期映画」が持ち得た
政治性を再考する。 
 
３．研究の方法 
（１）この研究は、文学、心理学、マルクス
主義美学という具合に狭義の文学研究を越
境する「学際性」を帯びるので、特に研究協
力者として、他分野の研究者との連携を重視
する。 
 
（２）研究の「国際性」を重視し、国際会議
による研究成果発表に努め、同時にロンドン
大学を中心に英語圏の研究者との連携を深
める。 
 
（３）研究の理論性と歴史性のバランスに配
慮し、実証的な一次資料の分析と読解を重視
する。上記の方法と連関し、海外出張が予算
執行のかなりの割合を占める。 
 
４．研究成果 
（１）上記（１）で示した「学際性」および
上記（２）における「国際性」という意味か
ら、４年の研究期間において３回の国際会議
を開催し、専門を異にする国内外の研究者と
共同研究を実践したことにまずは言及した
い。具体的にいえば、初年度の２０１３年度
には成蹊大学で、２０１５年度にはロンドン
大学で、最終年度の２０１６年度は成蹊大学
で（この年度は海外からの研究者の招聘に重
点を置き、研究代表者の遠藤が総合司会を務
めた）、「情動」「精神分析」「反心理学」とい

ったテーマをめぐり国際会議を開催し、文学
研究者と心理学の歴史を専門とする研究者
が活発にそれぞれの専門を超えた対話をす
ることができた。 
 
（２）上記の３回の国際会議を通じて獲得さ
れた重要な成果の一つは、英国モダニズム文
学の中核を占めるいわゆる「ブルームズベリ
ー・グループ」と同時代の精神分析受容との
関連について多くの知見が得られたことで
ある。特に２０１５年度のロンドン大学での
会議では、当該テーマに関する世界的な権威
である Juliet Mitchell が聴衆として参加し、
貴重なコメントをし、発表者の一人としてや
はりこの分野の権威である Sally Alexander
が口頭発表を行った。こういったロンドン大
学における有力教授のみならず、同じくロン
ドン大学で博士論文を執筆中の若手研究者
もこの会議に参加し、当該テーマについての
理解を相互に深化させた。この会議では遠藤
と秦が研究発表をした。 
 
（３）２０１３年度と２０１６年度の国際会
議では、「反心理学」というテーマが論じら
れて、特にロンドン大学の近代心理学研究者
と対話をしたことは有益であった。「心理」
を個人の「内面」にのみ還元・矮小化する近
代の「心理学化」に批判的な視線を向けるこ
とは、近代文学殊にモダニズム文学を再考す
るうえで最重要な論点であり、その意味で当
該テーマは歴史研究と文学研究の接点とし
て生産的なものであった。この２つの会議に
関しては、近代心理学研究の世界的権威であ
るロンドン大学の Sonu Shamsadani が研究協
力者として、会議の企画と参加に関して非常
なる貢献をした。 
 
（４）上記（２）と（３）における「精神分
析」と「反心理学」という視点は、前者の「転
移」という臨床的な概念をマルクス主義美学
および政治学に接続することを可能にした。
殊にこの分野で最重要な思想家であるにも
かかわらず十分な理解と読解をされていな
い Raymond Williams をこの文脈で再考でき
たことを、研究成果として強調しておきたい。
殊に「個人」と「社会」の分離という近代的
美学＝政治学の限界を超えようとする彼の
思想の中核概念である「感情構造」を、上記
の「反心理学」という観点から理論化できた
ことは大きな達成である。 
 
（５）上記の「感情構造」は定義上「個人」
の主観を超えた「間主観性」が帯びる美学的
かつ政治的強度を意義深く問題化するが、そ
の視点から英国モダニズム期の「初期映画」
について再考をできたことは特筆に値する。 
 
（６）このように理論化かつ歴史化された
「情動」は、「心」を個人の所有物とする近
代文学と心理学に抗いそこから逸脱する「間



主観性」あるいは「脱主観性」と呼ぶべき政
治的強度を帯びることになるが、それに付け
加えて「情動」にしばしば指摘される「身体
性」ゆえに、そこにはモダニズムに独特の「政
治的身体」という視点が浮上する。その論点
から C. L. R. James らに関して、新たな視
点を提供できたことは、大きな当該テーマに
関する達成と言ってよい。 
 
（７）４年間の英国モダニズムにおける「情
動」研究の結果の一つとして、研究代表者の
遠藤が単著『情動とモダニティ―—英米文学
／精神分析／批評理論』（彩流社、２０１７
年）を出版したことは特筆に値する。これは
英文学研究における「情動」研究の本邦最初
の単調であり、すでに『週刊読書人』などの
書評紙で高い評価を受けている。 
 
（８）上記のように本研究は、近代における
「心理学化」を促進した諸制度（特に心理学
と文学）に抗い、そこから逸脱する「過剰」
として「情動」を再定義したために、この議
論の延長線上に「反心理学」あるいは「反文
学」とも呼ぶべき言説的系譜を部分的に可視
化しつつある。今後は、その歴史性と政治性
を「身体」「触角」「音響」「もの」といっ
た主題に即して研究を継続していきたい。 
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